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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）　２．４以上の平均イソシアネート官能価を有するポリメチレンポリフェニレンポ
リイソシアネート；
　２）　少なくとも５００の平均当量を有するポリエーテルジオール；
　３）　少なくとも５００の平均当量を有するポリオキシアルキレンモノオール；
を反応させることによる、５００ｋｇ／ｍ３以上の密度（ＤＩＮ５３４２０）、６００ｋ
Ｐａ以下の４０％撓み点圧縮荷重（ＣＬＤ）及び２５％以下のレジリエンスを有するポリ
ウレタンエラストマー物質の製造法であって、
　反応を９０～１１０のイソシアネートインデックスにて行い、ポリオキシアルキレンモ
ノオール３）の当量が有効ＮＣＯ当量の２５～８０％である、前記製造法。
【請求項２】
　平均イソシアネート官能価が２．５～３．２であり、ポリエーテルジオール２）が７０
０～２０００の平均当量を有し、ポリオキシアルキレンモノオール３）が５００～３００
０の平均当量を有し、イソシアネートインデックスが９０～１１０であり、ポリオキシア
ルキレンモノオール３）の当量が有効ＮＣＯ当量の３５～７０％である、請求項１に記載
の製造法。
【請求項３】
　ポリオキシアルキレンモノオール３）以外の可塑剤を使用しない、請求項１または２に
記載の製造法。
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【請求項４】
　触媒を、ポリイソシアネートとポリエーテルジオール２）とポリオキシアルキレンモノ
オール３）の重量を基準として０．０１～１重量％の量にて使用する、請求項１～３のい
ずれかに記載の製造法。
【請求項５】
　イソシアネートインデックスが９８～１０２である、請求項１～４のいずれかに記載の
製造法。
【請求項６】
　ポリイソシアネートとポリエーテルジオール２）とポリオキシアルキレンモノオール３
）の重量を基準として５重量％未満の添加剤と補助剤を使用する、請求項１～５のいずれ
かに記載の製造法。
【請求項７】
　ポリイソシアネートとポリエーテルジオール２）とポリオキシアルキレンモノオール３
）の重量を基準として２重量％未満の添加剤と補助剤を使用する、請求項１～６のいずれ
かに記載の製造法。
【請求項８】
　ポリウレタンエラストマー物質が非発泡物質であり、ＣＬＤが１０～３００ｋＰａであ
り、レジリエンスが０～１５％である、請求項１～７のいずれかに記載の製造法。
【請求項９】
　ハードブロック比が０．０５～０．２０である、請求項１～８のいずれかに記載の製造
法。

【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、ポリウレタンエラストマー物質、及びこのような物質の製造法に関する。さ
らに詳細には、本発明は、極めて軟質のポリウレタンエラストマー物質、及びモノオール
を使用してこのような物質を製造する方法に関する。
【０００２】
　JP-07-324161は、ある温度範囲にわたって改良された防振特性を有する非発泡樹脂を製
造する上で、ポリオキシアルキレンモノオールを可塑剤として使用することを開示してい
る。
【０００３】
　米国特許第3875086号は、ポリイソシアネートと、ポリオールと、エラストマーを軟化
させるためのモノヒドロキシポリエーテル連鎖停止剤とを反応させることによるソリッド
エラストマーの製造を開示している。このようにして製造されるエラストマーは多量の充
填剤を含有する。
【０００４】
　WO01/57104は、低分子量のポリオールとモノオールを使用して粘弾性ポリウレタンフォ
ームを製造することを開示している。
　米国特許第4863994号は、少量のポリオキシアルキレンモノオールを使用してエラスト
マーを製造することを開示している。このモノオールは、使用する複数種ポリオールの単
一相で低粘度のブレンドを調製するのに使用される。
【０００５】
　本発明は、1）2.4以上（好ましくは2.5～3.2）の平均イソシアネート官能基を有するポ
リメチレンポリフェニレンポリイソシアネート；2）少なくとも500（好ましくは700～200
0）の平均当量と2～4（好ましくは2）の平均公称ヒドロキシル官能価を有する高分子量ポ
リオール；3）1の公称ヒドロキシル官能価と少なくとも500（好ましくは500～3000）の平
均当量を有するポリマー；及び4）所望により、それ自体公知の添加剤と補助剤を使用す
ること；を反応させることによるポリウレタンエラストマー物質の製造法であって、この
とき反応を90～110（好ましくは98～102）のインデックスにて行い、ポリマー3）の当量
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が有効NCO当量の25～80％（好ましくは35～70％）であるような前記製造法に関する。
【０００６】
　本発明はさらに、上記の製造法に従って製造されるポリウレタンエラストマー物質に関
する。
　本発明はさらに、500kg/m3以上の密度、600kPa以下の40％撓み点圧縮荷重、及び25％以
下のレジリエンスを有していて、好ましくはポリマー3）以外の可塑剤を含有しないポリ
ウレタンエラストマー物質に関する。本発明のポリウレタンエラストマー物質は極めて軟
質の物質であって、輸送機関/自動車の内装品（アームレストやダッシュボードなど）、
自転車やオートバイのサドル、およびコンピュータ用のマウスパッドやハンドレストに使
用することができる。本発明のポリウレタンエラストマー物質はさらに接着性を示す。
【０００７】
　本発明においては、下記の用語は以下に説明するような意味を有する。
　1）　イソシアネートインデックス又はNCOインデックス又はインデックス：
　NCO基と配合物中に存在するイソシアネート反応性水素原子との比であって、百分率と
して表示する。
【０００８】
　　[NCO]×100／[活性水素]　（％）
　言い換えると、NCOインデックスとは、配合物中において使用されるイソシアネート反
応性水素の量と反応するのに理論的に必要とされるイソシアネート量に対する、配合物中
の実際に使用されるイソシアネートのパーセントを表わしている。
【０００９】
　言うまでもないが、本明細書で使用されているイソシアネートインデックスは、イソシ
アネート成分とイソシアネート反応性成分とを含んだエラストマーを製造する際の、実際
の重合プロセスの観点から考えられている。
【００１０】
　2）　イソシアネートインデックスを算出するために本明細書で使用されている“イソ
シアネート反応性水素原子”とは、反応性組成物中に存在するヒドロキシル基とアミン基
における活性水素原子の合計を表わしている。このことは、実際の重合プロセスにおける
イソシアネートインデックスを算出する上で、1つのヒドロキシル基は1つ反応性水素を含
んでいると見なし、1つの第一級アミン基は1つの反応性水素を含んでいると見なし、そし
て1つの水分子は2つの活性水素を含んでいると見なす、ということを意味している。
【００１１】
　3）　反応系：　イソシアネート反応性成分から隔離されている1つ以上の容器中にポリ
イソシアネートが保持されている場合の、成分の組み合わせ。
　4）　本明細書で使用している“ポリウレタン物質”とは、ポリイソシアネートとイソ
シアネート反応性水素含有化合物とを反応させる（所望により発泡剤を使用する）ことに
よって得られる気泡物質又は非気泡物質を表わしており、水を反応性の発泡剤として使用
して得られる気泡物質を含んでよい（水とイソシアネートとの反応を含み、尿素結合と二
酸化炭素を生成し、ポリウレタンフォームが得られる）。
【００１２】
　5）　“平均公称ヒドロキシル官能価”という用語は、本明細書では、この値が、ポリ
ウレタンエラストマーの製造において使用される開始剤の数平均官能価（1分子当たりの
活性水素原子の数）であると仮定して、ポリオール又はポリオール組成物の数平均官能価
（1分子当たりのヒドロキシル基の数）を示すのに使用されている（しかしながら実際に
は、ある程度の末端不飽和のため、幾分値が小さい場合が多い）。
【００１３】
　6）　“平均”とは、特に明記しない限り数平均を表わす。
　7）　“ハードブロック比”とは、ポリイソシアネートと500以下の分子量を有するイソ
シアネート反応性物質（このとき、ポリイソシアネート中に組み込まれた500より大きい
分子量を有するポリオールは考慮に入れない）との量を、使用される全ポリイソシアネー
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トと全イソシアネート反応性物質との量で割った商を表わしている。
【００１４】
　本発明にて使用されるポリイソシアネートは、3以上のイソシアネート官能価を有する
ジフェニルメタンジイソシアネート類縁体を含んだジフェニルメタンジイソシアネート（
MDI）（ポリメチレンポリフェニレンポリイソシアネート）として当業界に広く知られて
いる。このようなポリイソシアネートは、当業界ではポリメリックMDI又はクルードMDIと
して知られている。
【００１５】
　本発明で使用されるポリイソシアネートは、アニリンとホルムアルデヒドの酸縮合によ
って得られるポリアミン混合物をホスゲン化することによって製造される。
　ポリアミン混合物とポリイソシアネート混合物の製造はよく知られている。強酸（例え
ば塩酸）の存在下でのアミンとホルムアルデヒドとの縮合により、ジアミノジフェニルメ
タンとより高い官能価のポリメチレンポリフェニレンポリアミンを含有する反応生成物（
正確な組成は、公知の方法ではとりわけアニリン/ホルムアルデヒド比に依存する）が得
られる。ポリイソシアネートはポリアミン混合物のホスゲン化によって製造され、種々の
比率のジアミン、トリアミン、及びより高い官能価のポリアミンにより、それに関連した
比率のジイソシアネート、トリイソシアネート、及びより高い官能価のポリイソシアネー
トが生成する。このようなクルードMDI組成物又はポリメリックMDI組成物中のジイソシア
ネート、トリイソシアネート、及びより高い官能価のポリイソシアネートの相対比率によ
り、組成物の平均官能価（すなわち、1分子当たりのイソシアネート基の平均数）が決ま
る。出発物質の比率を変えることによって、ポリイソシアネート組成物の平均官能価を変
えることができる。イソシアネート官能価は、MDIを除去することによってさらに増大さ
せることができる。平均イソシアネート官能価は2.5～3.2であるのが好ましい。これらの
ポリメリックMDI又はクルードMDIのNCO値は少なくとも29重量％である。ポリメリックMDI
又はクルードMDIはジフェニルメタンジイソシアネートを含有し、残部は、2より大きい官
能価のポリメチレンポリフェニレンポリイソシアネート、及びホスゲン化によるこのよう
なポリイソシアネートの製造において形成される副生物である。
【００１６】
　本発明において使用される高分子量ポリオール2）は、少なくとも500（好ましくは700
～2000）の平均ヒドロキシル当量と2～4（好ましくは2）の平均公称ヒドロキシル官能価
を有する、ポリウレタンの製造において使用されるポリオールもしくはポリオール混合物
のいずれであってもよい。これらのポリオールは、ポリエーテルポリオール、ポリエステ
ルポリオール、ポリエステルアミドポリオール、ポリチオエーテルポリオール、ポリカー
ボネートポリオール、ポリアセタールポリオール、及びポリオレフィンポリオール等であ
ってよい。
【００１７】
　使用できるポリエーテルポリオールとしては、多官能開始剤の存在下での環状オキシド
（例えば、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド、又はテトラヒド
ロフラン）の重合によって得られる生成物がある。適切な開始剤化合物は複数の活性水素
原子を含有し、水、ブタンジオール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエ
チレングリコール、トリエチレングリコール、ジプロピレングリコール、エタノールアミ
ン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、トルエンジアミン、ジエチルトルエン
ジアミン、フェニルジアミン、トルエンジアミン、フェニルジアミン、ジフェニルメタン
ジアミン、エチレンジアミン、シクロヘキサンジアミン、シクロヘキサンジメタノール、
レゾルシノール、ビスフェノールA、グリセロール、トリメチロールプロパン、1,2,6-ヘ
キサントリオール、及びペンタエリスリトール等がある。開始剤の混合物及び/又は環状
オキシドの混合物も使用することができる。
【００１８】
　特に有用なポリエーテルポリオールとしては、従来技術において詳細に説明されている
二官能開始剤もしくは三官能開始剤へのエチレンオキシドとプロピレンオキシドの同時的
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付加又は逐次的付加によって得られるポリオキシプロピレンジオールとポリオキシプロピ
レントリオール、及びポリ（オキシエチレン-オキシプロピレン）ジオールとポリ（オキ
シエチレン-オキシプロピレン）トリオールがある。ポリオールの重量を基準として5～90
重量％のオキシエチレン含量を有するコポリマー（ブロックコポリマーであっても、ラン
ダム/ブロックコポリマーであっても、あるいはランダムコポリマーであってもよい）が
好ましい。前記ジオールと前記トリオールとの混合物が特に有用である。他の特に有用な
ポリエーテルポリオールとしては、テトラヒドロフランの重合によって得られるポリテト
ラメチレングリコールがある。
【００１９】
　使用できるポリエステルポリオールとしては、多価アルコール（例えば、エチレングリ
コール、プロピレングリコール、ジエチレングリコール、1,4-ブタンジオール、ネオペン
チルグリコール、1,6-ヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、グリセロール、
トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ポリエーテルポリオール、又はこのよ
うな多価アルコールの混合物）とポリカルボン酸、特にジカルボン酸もしくはそれらのエ
ステル形成誘導体（例えば、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、これらのジメチルエス
テル、セバシン酸、フタル酸無水物、無水テトロクロロフタル酸、テレフタル酸ジメチル
、又はこれらの混合物）とのヒドロキシル末端反応生成物がある。ラクトン（例えばカプ
ロラクトン）とポリオールとを組み合わせて重合させることによって得られるポリエステ
ル、あるいはヒドロキシカルボン酸（例えばヒドロキシカプロン酸）の重合によって得ら
れるポリエステルも使用することができる。
【００２０】
　ポリエステルアミドポリオールは、ポリエステル化用混合物中にアミノアルコール（例
えばエタノールアミン）を配合することによって得ることができる。
　使用できるポリチオエーテルポリオールとしては、チオジグリコールを単独で縮合させ
ることによって、あるいは他のグリコール、アルキレンオキシド、ジカルボン酸、ホルム
アルデヒド、アミノアルコール、又はアミノカルボン酸と共に縮合させることによって得
られる生成物がある。
【００２１】
　使用できるポリカーボネートポリオールとしては、ジオール（例えば、1,3-プロパンジ
オール、1.4-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、ジエチレングリコール、又はテト
ラエチレングリコール）とジアリールカーボネート（例えばジフェニルカーボネート）又
はホスゲンとを反応させることによって得られる生成物がある。
【００２２】
　使用できるポリアセタールポリオールとしては、グリコール（例えば、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、又はベキサンジオール）とホルムアルデヒドとを反応
させることによって得られる生成物がある。適切なポリアセタールは、環状アセタールを
重合させることによっても得られる。
【００２３】
　適切なポリオレフィンポリオールとしては、ヒドロキシ末端のブタジエンホモポリマー
とブタジエンコポリマーがあり、適切なポリシロキサンポリオールとしては、ポリジメチ
ルシロキサンジオールとポリジメチルシロキサントリオールがある。ポリオール類の混合
物も使用することができる。
【００２４】
　最も好ましいポリオールは、2の公称ヒドロキシル官能価を有するポリエーテルポリオ
ールであり、特に、ジオールの重量を基準として5～90重量％のオキシエチレン含量と、7
00～2000の平均当量を有するポリオキシエチレンポリオキシプロピレンジオールである。
【００２５】
　ポリマー3（以後、「モノオール」と呼ぶ）は、少なくとも500の当量を有するモノオー
ルから選択することができる。
　好ましいモノオールは、500～3000の当量を有するポリオキシアルキレンモノオールで
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あり、特に、ポリオキシプロピレンモノオール、ポリオキシエチレンモノオール、及びポ
リオキシエチレンポリオキシプロピレンモノオールである。このようなモノオールは、一
価アルコールのアルコキシル化によって製造される。一価アルコールは、好ましくは1～2
0個の炭素原子（さらに好ましくは1～8個の炭素原子）を有する、分岐鎖及び直鎖の脂肪
族アルコール、脂環式アルコール、並びに芳香族アルコールから選択することができる。
脂肪族アルコールの例としては、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノ
ール、n-ブタノール、sec-ブタノール、tert-ブタノール、ペンチルアルコールの種々の
異性体、ヘキシルアルコールの種々の異性体、オクチルアルコールの種々の異性体（例え
ば2-エチルヘキサノール）、ノニルアルコールの種々の異性体、デシルアルコールの種々
の異性体、ラウリルアルコールの種々の異性体、ミリスチルアルコールの種々の異性体、
セチルアルコールの種々の異性体、及びステアリルアルコールの種々の異性体、並びに、
天然に産するか又は天然に産するカルボン酸の水素化によって得ることができる脂肪アル
コールとワックスアルコールなどがある。脂環式アルコールの例としては、シクロヘキサ
ノールとその同族体がある。フェノール、クレゾール、チモール、カルバクロール、ベン
ジルアルコール、及びフェニルエタノール等の芳香族ヒドロキシル化合物も使用すること
ができる。最も好ましいのは、1～4個の炭素原子を有する上記の脂肪族アルコールである
。高分子量ポリオール2）がポリエーテルポリオールである場合は、この高分子量ポリオ
ール2）とポリマー3）は、例えば、1種以上の多価アルコールと1種以上の一価アルコール
との混合物をオキシアルキル化することによって一緒に製造することができる。高分子量
ポリオール2）とポリマー3）を別々に製造しておいて、使用時に混合するのが最も簡便で
ある。
【００２６】
　さらに、それ自体公知であって、ポリウレタンの製造に対して従来使用されている添加
剤と補助剤も使用することができる。このような添加剤と補助剤の例としては、発泡剤、
連鎖延長剤、架橋剤、ウレタン基及び/又はウレア基の形成を増大させる触媒、離型剤、
可塑剤、顔料、充填剤（例えば、中空微小球体、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、カーボ
ンブラック、ヒュームドシリカ、及びナノクレー）、着色剤、難燃剤、発煙抑制剤、抗微
生物剤、酸化防止剤、及び高吸収性ポリマーなどがある。添加剤と補助剤は、本発明の製
造法において使用される、ポリイソシアネート、高分子量ポリオール、及びモノオール以
外の成分であると定義される。
【００２７】
　使用される全ての添加剤と補助剤の総量は、ポリイソシアネートと高分子量ポリオール
2）とポリマー3）の重量を基準として、一般には20重量％未満であり、好ましくは10重量
％未満であり、さらに好ましくは5重量％未満であり、最も好ましくは2重量％未満である
。
【００２８】
　発泡剤を使用する場合、発泡剤は当業界に公知のものから選択することができる。水を
使用するのが好ましい。500kg/m3以上の密度を有するエラストマー物質を得るためには、
水の量は、ポリイソシアネートと高分子量ポリオール2）と及びポリマー3）（以後、これ
らを「必須３成分」と呼ぶ）の重量を基準として1重量％未満である。発泡剤を使用しな
いのが好ましい。
【００２９】
　連鎖延長剤は、2個の反応性水素原子を有していて、1000未満の分子量を有するイソシ
アネート反応性化合物（例えば、エチレングリコール、ブタンジオール、及び1000未満の
分子量を有するポリエチレングリコール）である。連鎖延長剤が使用される場合、その量
は、必須３成分の重量を基準として5重量％以下である。連鎖延長剤を使用しないのが好
ましい。
【００３０】
　架橋剤は、3つ以上の反応性水素原子と500未満の当量を有するイソシアネート反応性化
合物（例えば、グリセロール、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、スクロ
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ース、及びソルビトール）である。架橋剤を使用する場合、その量は、必須３成分の重量
を基準として5重量％以下である。架橋剤を使用しないのが好ましい。
【００３１】
　上記触媒の例としては、当業界に公知の第三アミンと有機金属化合物（例えば、“ICI 
Polyurethanes Book, 第2版, 1990, G. Woods, p.41-45”に記載のもの）がある。触媒を
使用する場合、その量は、必須３成分の重量を基準として2重量％以下である。触媒の量
は、必須３成分の重量を基準として0.01～1重量％であるのが好ましい。
【００３２】
　可塑剤は、当業界に公知のもの〔例えば、多塩基性（好ましくは二塩基性）カルボン酸
と一価アルコールとのエステル〕から選択することができる。このようなポリカルボン酸
の例としては、コハク酸、イソフタル酸、トリメリット酸、フタル酸無水物、テトラヒド
ロフタル酸無水物、ヘキサヒドロフタル酸無水物、エンドメチレン-テトラヒドロフタル
酸無水物、無水グルタル酸、無水マレイン酸、フマル酸、及びモノマー脂肪酸と混合する
ことができるダイマー脂肪酸とトリマー脂肪酸（例えばオレイン酸）などがある。1～20
個の炭素原子を有する分岐鎖及び直鎖の脂肪族アルコール（例えば、メタノール、エタノ
ール、プロパノール、イソプロパノール、n-ブタノール、sec-ブタノール、tert-ブタノ
ール、ペンチルアルコールの種々の異性体、ヘキシルアルコールの種々の異性体、オクチ
ルアルコールの種々の異性体（例えば2-エチルヘキサノール）、ノニルアルコールの種々
の異性体、デシルアルコールの種々の異性体、ラウリルアルコールの種々の異性体、ミリ
スチルアルコールの種々の異性体、セチルアルコールの種々の異性体、及びステアリルア
ルコールの種々の異性体、並びに、天然に産するか又は天然に産するカルボン酸の水素化
によって得ることができる脂肪アルコールとワックスアルコール）が適切な一価アルコー
ルである。脂環式アルコールの例としては、シクロヘキサノールとその同族体がある。フ
ェノール、クレゾール、チモール、カルバクロール、ベンジルアルコール、及びフェニル
エタノール等の芳香族ヒドロキシル化合物も使用することができる。広く使用されている
可塑剤の例としてはフタル酸ジオクチルがある。
【００３３】
　前述した分岐鎖と直鎖の脂肪族アルコール、脂環式アルコール、及び芳香族アルコール
のリン酸エステルも可塑剤として適切である。適切であれば、ハロゲン化アルコールのリ
ン酸エステル（例えばリン酸トリクロロエチル）も使用することができる。このようなハ
ロゲン化アルコールのリン酸エステルは、最終的に難燃性も付与するという点で特に有利
である。上記のアルコールとカルボン酸の混合エステルも使用できることは言うまでもな
い。
【００３４】
　いわゆる高分子量可塑剤も使用することができる。このような工業用の高分子量可塑剤
の例としては、アジピン酸、セバシン酸、又はフタル酸のポリエステルがある。フェノー
ルアルキルスルホネート（例えばフェニルパラフィンスルホネート）も可塑剤として使用
することができる。
【００３５】
　可塑剤を使用する場合、その量は、必須３成分の重量を基準として5重量％未満（好ま
しくは2重量％未満）である。本発明の驚くべき発見の1つは、ポリマー3）以外の可塑剤
を使用せずに優れた性質を有する極めて軟質のエラストマー物質を製造できる、という点
である。このことの利点は、このような他の可塑剤の滲出が起こり得ない（こうした滲出
は、特定の健康問題の原因になるとされている）ということにある。こうした滲出が防止
できれば、エラストマー物質を自動車の内装品に使用したときに、自動車の窓の曇りの程
度がより小さくなる。さらに、滲出が避けられれば、長期間にわたってより安定した品質
（軟質）が得られる。したがって、ポリマー3）以外の可塑剤を使用しないのが最も好ま
しい。
【００３６】
　本発明のエラストマー物質は、成分を組み合わせて、これらを反応させることによって
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製造される。ポリオール2）とポリマー3）と、そして使用する場合は添加剤及び補助剤と
をプレミックスし、本混合物とポイイソシアネートとを混合して反応させる。
【００３７】
　本発明のエラストマー物質は、プレポリマー法でも、又はワンショット法でも製造する
ことができる。好ましいのはワンショット法である。本発明のエラストマー物質は、コン
ベヤーベルト上で開放容器にて、及び開放式もしくは密閉式の金型にて製造することがで
きる。金型にて製造する場合、本発明のエラストマー物質は、反応射出成形法でも注型法
でも製造することができる。
【００３８】
　上記の方法によって得られるエラストマー物質は、1）500kg/m3以上の密度（DIN53420
）（非発泡体であるのが好ましい）、2）600kPa以下（好ましくは10～300kPa）の　40％
撓み点圧縮荷重（DIN53577）、3）25％以下（好ましくは0～15％）のレジリエンス（DIN8
307）、及び4）好ましくは0.30未満（さらに好ましくは0.05～0.20）のハードブロック比
を有する。これらのエラストマー物質は、ポリマー3）以外の可塑剤を含有しないのが好
ましく、エラストマー物質の重量を基準として0.01～1重量％の量の触媒のみを含有する
のが最も好ましい。
【００３９】
　本発明によるエラストマー物質は、軟質でゲル状の物質であって、ある程度の粘着性を
有する。これら物質のショアーA硬度は、DIN53505に基づく測定にて5以下であるのが好ま
しく、3以下であるのがさらに好ましく、1以下であるのが最も好ましい。本発明のエラス
トマー物質は、できるだけインデックス=100に近い条件で製造するのが最も好ましく、ま
たできるだけ少量の補助剤と添加剤を使用して製造するのが最も好ましいので、本発明の
エラストマー物質では、滲出性物質の量が減少し、残留する反応性基の数が減少する。イ
ンデックスを高くすると（例えば120）、エラストマー物質はより硬くなり、低くすると
（例えば85）、液状ペーストが得られる。
【００４０】
　以下に実施例を挙げて本発明を説明する。
　使用する成分：
　1）　ポリオール１：　2000の分子量、約73重量％のオキシエチレン含量（全てランダ
ム）、及び約51％の一級ヒドロキシル含量を有するポリオキシエチレンポリオキシプロピ
レンジオール。
【００４１】
　2）　ポリオール２：　2300の分子量と15重量％のオキシエチレン含量（全て末端キャ
ップ）を有するポリオキシエチレンポリオキシプロピレンジオール。
　3）　モノオール１：　1000の分子量を有するモノメトキシル化ポリプロピレングリコ
ール。
【００４２】
　4）　モノオール２：　約985の分子量と約64重量％のオキシエチレン含量（全てランダ
ム）を有するモノメトキシル化ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンジオール。
　5）　モノオール３：　約1475の分子量と約66重量％のオキシエチレン含量（全てラン
ダム）を有するモノメトキシル化ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンジオール。
【００４３】
　6）　ポリイソシアネート１：　30.7重量％のNCO値と2.7のイソシアネート官能価を有
するポリメリックMDI。
　7）　ポリイソシアネート２：　30.35重量％のNCO値と2.9のイソシアネート官能価を有
するポリメリックMDI。
【００４４】
　8）　使用するジオールの量を基準として0.25重量％の量の、触媒としてのジアミノビ
シクロオクタン。
　ポリオールとモノオールとをプレミックスし、次いでポリイソシアネートと混合し、開
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放した反応カップ中にて反応させた。以下のような物理的性質を測定・決定した：
　・モノオール含量（％）：　モノオールの当量を、NCO当量の有効量のパーセントとし
て表した値。
【００４５】
　・インデックス：計算
　・ハードブロック比：計算
　・粘着性：手触りチェックによる
　　0は全く粘着しない
　　10は極めて粘着性が高い
　・40％撓み点圧縮荷重（CLD），（kPa）：DIN53577
　・レジリエンス（％）： ISO8307
　得られた結果を下記の表に示す（pbw=重量部）。
【００４６】
【表１】

【００４７】
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